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〈研究紹介〉

「ぎんが」

我[±Im 3 番目の X ;fJjl天文学 f{NJ/.r さんが」は.

1987 年 2 月 5 日地上約 550km の略円軌道に投入され

てからこれまで， ~l~ 姿勢討の一部を除いて，，&附ら

しい故防もなく，まもなく i#j 2A の誕生日をむか

えようとしています。ここでは、私たち X線大文

ザグノレ プがどのようにして「き♂んが」の観視II i[ 闘

を決め句その計画に従って 11£ I:lどのように「ぎん

が」を運用しているかをご悩介したいと思います。

(1) 観測提案の採択

「ぎんが J は，fJち卜がって半年間は，広たち

観測 i装慌の製作にあたった将たちが，その性能評

価のために必要と ιl った X線大体を次々と凡てき

ました。しかし，半年たってからは，それぞれの

研究者たちがそれぞれの見たい天体を従来 L，そ

れらの従案の中かりレフェリーによって採択され

たものだけを観測するというプロポーザル制|によ

って観測計画の主嬰な部分が作られてきています。

「ぎんが」の観測装置の一帯 1\ はl:l.9t協力で製作さ
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との日々

宇宙科学研究所井上

れたため r ぎんがJ の観測時間の-tiljは1k固か

らの観測提案のために訓かれ.その徒主主の妹択は

1)<1，，1 自身が千1 っています。残りの大部分の時間は.

日本の持ち時 1M] ですが，その一部は日米共同の観

測時 1M] としてNASA を通じて本凶研究者からの提

案が採択され，さらに日Iiの一郎のl時 I ~IJ は日欧共 hiJ

の観社IIJII字削として lム SA を通じて欧州研究者かりの

提案が係択されています。そして残った全観測1時

間の 6 制紅のII寺 Hi] が H 本の研究者 rLj 有のものとな

ります。 H 本の研'先者に対しては，半年毎にプロ

ポーザノレがgJtされ r ぎんが」のマネージング

の責任を担っておられる織野教授より i プロポー

ザノレあたリ 4 人のレフェリ にその採出が委託さ

れ，段終 (I') ，，:1*択はその採山 lこ基づいて採択委只

会で決定されています。さらに，個々のプロポー

ザノレによ句ずに「さんが」チームの共通n;J" Ill;とし

て当然観測すべき観測対象は、 J草択 12員会で別村L

として u~j: Hn をとることが決められます。 1987年 2



H に起きた大7ゼラン'土の起Hli Jj!や. 1988年 4 }J

に発見されたこき'つね座のX 料i$/i lrl.の慌視などが

それに含まれます。

(2) 観測計画の作成

住Jt il\ll従来的Hi、択がqj われ.観測するべき X 斜lk

休が決まると，そのX~天体をいつ鋭iJIII ，ずるかを

騒々の条件を考 1台i しながら決める作業に人リます。

r き'んがJ 肉太陽屯池町 [ilJ 1"、ている 1J1:'JI立、，lUJ

を十分仰るために.λ;協の}j li'jからある灼伎の範

凶でしか並}jかせないので. J~たい X 料iλ:1* を好き

な時!PIに凡られる，というわけにはいきません。

パ y クグラウ/ドの低い X線観測に過した時IBBt~

と X線天体の地没とが重ならないように巧慮する

必裂もあります。さらには.ある X絹!日則的量1< ;1\'1 に

は電波・赤外線 可枕光鍛外線といった他のilk

11 の1lJI. iJIII 'l主 iri との ltilll:~観江1'1のため「ぎんがJ 的観

測l時期があらかじめ決められてしまうものむあり

ます。又 I軒以の姿勢変史をできるだけ効ヰ'的に

qj うことしJ5'J.苦されます。こ Hらの多くの条件を

i前たすょっに、大さ'っ lよな観測計 1 ，IIiが半年ぐらい

ききまで.まず決めら tし詳細な1lJI.iII'J スケジュー

ルは. ')J 1 ，tにもっと調Hかい山まで巧!占にいれて

門!止されます。しかし.新しい X 線源がみつかっ

たりして判労して門成したスケジュールを変更せ

ねばならぬこと L 多し新しい天体を}よることへ

の!制作とスケジュールの内訓訟のわずらわしさと

のWIで桜維な心境に陥ることむしばしばです

(3) 運用計画の作成

さて. lt1l iJIIJ スケジューノレが討とまると，次のT- I順

は. 1，よ U の五五川計，'hiの作成です 「ぎんがJ はお

よそ 100分で地球を一閃します。 FI およそ 15凶す

るわけですが.その15胤のうち 5 J胡内之浦から充

分 3とれができる純|川を辿過します。その通過l昨!日|

はほんの10分あまりで. l!fj)，!と交制できるのは

日わずか一時間れです。その伺い時 1M] の聞に必吹

な指令をすべて i基リ. l,i[ I，!からのデータを'立:け取

句なければなりません。 IQj I，!と交いできるのはそ

のようにわずかな!r.t; Inl ですから大部分の統制 'Iデ

タはデ タレコ ターに記録され，内之浦通過 II.\'

に Ili.'1 されます。 larMにはプログラムタイ 7ーと

いう装置iがあって.そこに何時何分にデータレコ

ーダーの記録を開始して何時何分に記録を仰Iiせ

よといった指令を書いておけるようになっていま

す。パンクグラウンドの向い時 1 1I 1併や X 線源が地

没している時 In'l をさけてデータレコーダーの効ヰ'

的な 1<1:ぃ方を考え.プログラムタイマーへ告さ込

む命令を決めること l.t .毎日のl3! 11J ~ I 岡の大事主

仕事のーつです。

ニのような巡川よ h創作成の仕 ιi与には束))'，地区の

「ぎんが」チームのメム〆パーが二人ずつ交代て eあ

たっています。名市原大マや大阪大 "f:の}j々にも

時々千伝ってもらいます。その」ミ 1Jは大学院の学

生さんや長期 lHi~イI:の外人研究生で.彼らが作った

プランをもう一人的シニアースタ "7がチエンク

するという方式をとっています。その当爵はおよ

そ 月に問 H ぐらいのわりで回ってきますが.当

嘗中はかなりの時 Itll を連川計 l川町作成にとられ学

生さんたちにはかなリ弔いれ仰を強いてしまって

います。

(4) 内之浦での運用

淵型j- j且のiOIi間半祷によって作成されたi1!肘計画

は、 laj )il. に送るコマンド俳のかたちにまとめられ

て句内之浦 (K SC) にいるもう一人の運用吋番に

7 ァックスで送られます。そしてそのコマンド A

[l lI j は KSC 当併によって Il iI主チエ"/ ~さ tしいよい

よ I，ij 互に送られることになります。

尖際的 l~i !tJ.のトラ y キノグはノーカーの人たち

によってなさ iしコ 7ンドの送 H1 b メーカーの人

が行いますが. IQ ，[)止の状態を確認しコマンド送出

のタイミングを-t 11 1j、するのはやはり KSC 当需の責

任となります。 l~r 仰の状態をw.~視し.安全に偶怠

しつつコ 7ノド計画を滞りなく実行するのが KSC

当併の第一の f \:引です。 KSC:1'，在干の次に大切な II

iFは. f{f,f}I~の姿勢の微品目です。 r ぎんが」には.

II! 交した三和nを向いたジャイロが絡帳されていて

それらジャイロかりの誤茶店号が'，:i~' にゼロになる

ように姿勢制御が行われていますが，ジャイロの

仙がqのどの!i I"1 を rll] 1"、ているかは，太ド防L品j セン吋

一と可'姿勢古計|をfIJいし、て地十て

ません l そして T'定していた hl"1 と長があるよ

2 ー



うならその }j "'J を修止してやる必要が 'I'. じます。

受信したばか I) のデータを凡てすぐに姿勢決定を

行い、必要ならすくに 1:1i 1，'の姿勢を In すのが， K

SC 当番の腕の見せどころとなります。 1荷~/から

降りてきた X線の観測データを I上志 i~ < 官凪悦 L ，

Mか 317;tがあったら者総を発することも KSC 当面ょ

の大$な仕事です。新しい X線天体が現れたリ.

既知lの天f.t.:でむこれまで見たことむない振るまい

を示せば司できるだけゆく世界的天文台等に通報

する必要がありますし句x.，場合によっては「き'

んが」のスケジューノレを速やかに変更せねはザなり

ないかもしれません。

KSC当併も「ぎんが」グループのメンバーが一

人ずつ交代であたっています。一回のおつとめは

二週1111. 半年にー lui <-らいの割て'1!!1 ってきます.

KSCでの一日の{上半は.およそ 100分おきの 5 胤

の受 {11 とその後処患で受 f， j時 IHJ併さえ良ければそ

んなにきつい{十$ではあリません。しかし，一日

およそ七時間の受iJ時間4if は一週 riff てe二時 1M]の制

合て甘IIへずれていくため.そのl時間引は仕のこと

もあれば伎のこともあります。企の時I~J者?の当番

にあたれば内之浦町美しい自然を楽しむゆとりも

できますが.夜中の'1: fdにあたると 11畳 Illl に UK ら

なければならず慢性の時11K不足に陥ります。内之

浦の職j.iの }j 々が働いているそばで眠り薬にとまま

から焼酎を飲も・わけですが， .A、ぃ阪をしていると

はザ'おの人が来たりしてやoj とも具合いの tEいもの

です。枇 144なのが.拘置?のはじめがV 帆からのt豆

討になっている場合です。先に述べたように毎日

の受信時 I Il I怖は毎日少しずつ甲くなっていきます

から.二週間のおつとめが終わりに近づく頃には

;1.1-主中から始まる時間僚に早まってしまい泌る時

間がなくなってしまうよに， 日砧: II にきちんと休

んだにもかかわらずー迎Jnlに七 H 働かされていた

ことに気が付きます。

(5) 姿勢決定

きて、i*J之 ilnで受信されたデータはすぐに DDX

曲線を iIfJ じて淵針辺町大型計算機に送られてきま

1 。そして.そのデ タを編集しなおして大手正当;

記憶装抗に栴納し， l~i I，!の安勢を決定する作業が.
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大マゼラン雲に出現した超新星SN1987Aから

のX線を「ぎんがJ が発見するきっかけと怠った

1987年8月15日のKSCからのファックス。

日IIの当番によって行われます。 ζ の当需は且fill 長|

l曲を作成した当ill'が I) I 続き 2 l:Ir: nその作業にあた

ります。これは.学部の学生さんにも千{ムっても

らっています。

この姿勢決定のソ 7 トにはいくつかの間組があ

って，一般にはずいぶんと時間がかかります。 ill

カず北'いと 7唱ログラムtJ' It. まってしまったり J+~' の

fll( よ I) 少し丈レた他がでてやリなおしになったり

でほとんど-l:I中グラ 7 イ 17 ディスプレイとニ

ラノッコするはめに的ります。この姿勢決定の仕

事はいわば自分の運勢を占うオミ 7 ジのようなも

ので . :!f 勢決定の片 if にl:Il:j' iの行いをよくしておか

ないと大凶をひくことに主リます。もっとも，紋

近は少しずつフ勾ログラムの改良が川 l えられてきた

結栄.大凶が n\ ることなどまずなくなりました。

(6) データ解析

|に述べたよフな多くの WI 番さんたちの背労の

結W:.やっと見たかった X 線反体的データが得ら

れます。そして 1年ちに待った解析です。このための

プロクラムには、打ち上げ以米多くのものが開発

されてきてーいまやたいていの解析に対応できる

ようになっています。そして.データ附析の後に

は.論文をせ:: <日 'J. が控えています。私たちの J' t' l:

労は論文と生って初めて夫リます。 r ぎんが J の

ニれまて'的成果は，まむなくl:I ~，天文常会の Ii)，:文

報tli に「ぎんが」特集号として実を結ぶことにな

っています。( ，、のうえ・はじめ)

句
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宇宙空間原子分子過程研究会 I I 宇宙放射線シンポジウム v

日 時 liB初63年 12月初日(刈-21 日付q I I 円時 昭和64年 1 月 2611(村 -27 日(制

場所 キ叶良原キャンハス本館 21;官会議場 I I 局所 利政原キベンハス本自j"; 2 階会議場

宇宙輸送シンポジウム

III時昭和63年 12}J22CI(+:)-2311ω

場所 .tn t史原、キャノハス本館 2 階会議場

太陽系科学シンポジウム

円時 H円相 64 年 1 iJ1911( 村-20 日(盆

場所 tlll i'i l申、キ々ンハス本館 2 階会議場

問合せ先 宇f~ 科学研究所研究協力;北共 In] 利用係 0427(51)3911 (内 2234 )

*人事異動

量令年月日正名 異動移項 現(旧)職等

(転怪)

出 12. 1 平外久両rill.応 IU T:'1~ 固にr.N..文白助教段

研究 Ii:助教校

一一、"，' *ベヰトレーターの打込み実験終了

間路A引 I (表紙カット、慢影・佐瀬育夫)

凶事情川
い三里，J) 10 月 3 CI-13 日に1+\ 3luiヘネトレ

ーターの打ち込み実験が能代ロケ y 卜尖験場で行

われました.直径 12<:m. 長さ 85cm. ill さ 11-13kg

のヘネトレ-7'ーがl式射を合めて 6 機、次々と J'{.

VE楠 l勾の H 表府レゴリスを f疑似した砂に秒速 250

m/s で打ち込ま i L. H.々の尖験・計milが成I}J l!Ilに

行われました。日oj I旦l までの尖験に比べi車ぃ.nち込

み述lA てーの l~ 入深さや安勢データ取得の1也に. )也

IJ~~I-. 水品時計 データレコーダ一等の1正子 1111 路.

通信川アンテナなど格。除機総の耐 f!Pr "}耳性が光J1l jj

物性との|弘Ij主において l削べ句れました。 l;E ;f、何ア

ルミ {t 't.:製ベネトレーターの他に GFRP裂の軽11

fヒタイフやアノ子ナ撚，Iii(タイプのものが8000G に

及.;， 1111速度を経験しながら1. 3-201 般砂の中に滑

り込み.表 Illi には凶作 1m以上のクレーターを形

成しました。 "j:Aは ilI 人実験直後に .n~憎が院iい

た II干の状況を 'I、し.実験主任が向句砂箱に笠って

大I~~ した砂飛散防 1 ト'，/1.j" トとネ y トの裂け U に

はえるクレーターのサイズを計測しています。

(，島村，~;J:.:)

*KM-L-2 地上燃焼実験

日首相 65 年 1- 2F1J1JJ に打ちI:げられる(-'"Eの第

13 号科学lQ.i JJ!.Mじ SES-Aに格岐されるんナー・オ

ピターを月同問軌道に投入するための減速刷キ

y クモータ一、 KMーしの都 2 11I 1·1'1:"l: 1也上燃焼実験

がIHj 2811 能代実験場で実施された。本年 3 月 26

日に行われた加 l 回燃焼実験て'I;j:厚|勾チャンパー

を附いたのに対し今1111 は JI~淵前以後の6'!f忍試験

のため，尖機Pt'l の約 0.5 mm の尖機1~~ T再 ~J チャンパ

ーを刷い，刊+能雌認を行うのが応大の日的であっ

た。作業は M-3S11-4号機的総合オベと組占オへ

の合間をぬって Il rJ 18 C1から行われ. f;t泊り 11

時30分に点火された。

前回 In]隊モーター燃焼終 f 直後にノズル部に水

を噴射して冷却する尖験と.それに II い品l主デー

タを傾力長秒、II手取得するための宅点ガスを f1 動抗

体としたエジェクタ -f·世間もほぼ子'よ辿りの成来

をおさめ.予定した59 山の，Hilillにも成功した。

詳細II ならI£!検デ-7'解析はしばらく fll時を安する

が.ニの尖!験を以て Jえが弘I VJ のルナー・オ ビ

7'-，IUJLへの In安なステゾ 7 が一つ 7 I) アされた

ことは lUI違いない。それにしてむ年間をi面じ句山

娠につぐ山リ1<で.幼い f 供に父税の1測を 1tえても

りえないほどのJ、ードワークに棋えている'ム験腕

11- 1立には日'llのドがる .1i の手踊l を迎えた能代の尖

験ではあった。( jニ杉邦憲)
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*M-3S11-4 号機総合/地上系オベ

1111HI から 15 11 までの日 \J f;~'{ J己オペが KSC て寸 l

わ札た。総合オへは機体制御ずれのチェ γ クを企ア

クチュエ -7 を組 lf 干わせた形て寸 T うもので.松終

H にCi\2f.立が千!日 lせぬ応答をして慌てる 鮮もあ

ったが.持ち 7.，;つての検討で桝釈が明らかとなり現

イ「て'は部 li している。また地上系オべでは 前 3

号機， I 上げ後 2 午l' aJ の主 1'1 を 7 けて入念な点検が

行われた。(松尾弘殺)

*SSLG

アルファベ~ I のスーフ ittけが75 の宇宙関係者

でも SSLC と 1m かれてJr.;:\: ~r，と II 本名をよどみ

なく答えられるんは少ないでしょヲ。:忘れないう

ちにこれを書いておくと， SeniorStalldingLiaison

Croup, 1:1*1 ，品))常設幹部 I主給会議て'す。 SSLC

に出!出したというと何か fil; そうに l封l こえますが

尖は SSLC には SSLC 本体の下に司 7c ，lmt (~千1"1 1

協) Jit;動計画会合)， -FJI'1!t(件分引の分科会)，

係諸け(分科会のドのワ-7 シヨソ 7 など)があ

り 今阿は 1ell/ift. 下抗けのレベルの会イ?でした

*テニス所内対抗試合 宇宙研テニス部の活躍

制限 JJ;~ キペンハス移恥、に糾い， 'j:'eli，If スポ ソ

7 ラブが新たに発)Jlしたが，その主 1m による初の

ビ y グイベントー l昭和 6:; 年度テニス所内対抗試合

がl、る loH 311 から約 3 迎!i n ， 1土肉体み時間を IIJ

いて.宇'， ii filf テニスコ トで|制 1m された。寺ャン

ハス令休を"" tiff の階または fill 物を単位として 8 ブ

ロ， 7 に分け.それぞれ 5 チーム(向~式 3 ， ，~，I;式

2)ずつを選出。 I 一ナメン卜形式の;ょ介Ii 天 1肢

と主力選干の:I¥';1，の AkiJ{;-いに ~'!一正しつつも

子恕以トーの盛リ|がりをみせた。そむそむ部日 l加

-5

ワ y ントン・コロンビア村日 IJ 区をポト"?~ 7 刊I越

しに明比できるパージニア，川ロスリンのホテルを

会J品として 11)17 1:1 -10 1:1の期 IItrj に聞かれまし

た。

先はど卜面白けと比恥した分科会が 5 分野につい

て設け句れ.そこでJ..~体的な1:1 ;位協 )J 前動につい

て'併"高します。これら 5 つとは，大体物J'1 '.'f入 太

陽系料.，'{:，微小品 )J 科学. 'I:.&;-f.:l'::;:.地球観測で

す。分科会は 11 *.\01 から議長が HI ，て見 lh~\ されま

す。 n 牛'f 則共 I"J 議長として ri·j の 2 つはヰ:出研.後

3 つは"';"1:;凶の 111.~'1 責任者があたっています。各

分科会での ~t ぶので H告と l人n持は分聖 j' によって Yt な

ります。そのう Hげが 'j': 街でどの様な成*を挙げて

おり，かつ H 米協)) によリその巣突をより地やせ

るか肖か I~J ，rl であるといったことは.分 ~j' として

の成熟度をあらわす指僚の一つになるかも知れま

せん.この1iX: ~;'J 宣がそれぞれで門 1"1 しているのが.

分野によって討議の刊ー怖の見なる l爪l材の一つです。

抗日記されている分附でも日米双 Ji での発展がィ、 J'J

tV である場合には，協力の一以尖のよささをどうそ

れぞれが巧えるか rm :IDとなります。科 ιr そのむの

の:議液 d品曲はともカか‘〈し. 外火とは言えないまてで"i， r々

発 JI 一の t場品而もある会「議議て

ジニア.サイエンテイスト.アドミニストレ -7

ーさまざまな版業め人速の円訓や論 ill てを IJtJき主

がら， 00 に 1iX: リされない XX とかいろいろいる

なあと変な感恕も引ったものです。会議の lE .lJ.l.の

報告は »IJ のレホートに町民ります。( ill 卜椎辺)

名と M: 多肉テニス古 Illi ，品目吋 1から il fd1J が活発で.

'I' でむ ，~.b~は困 J 大ザ対抗以合で Ii ~(大の時代か

ら辿続優勝をふくめ数回の l世勝続験を J守るはどの

伝統があり.今年伎の大す対抗でも数字 Fぶりに優

勝を飾っておリ.当ニューえの制定 4毛である松尾

教11 むそのレギュラ 選手として勝利の-$1を判

った。なお. fi ll!式のピ y グイベントて'ある第 1 lui

[SAS オーフン 1 一ナメントも 11 片千JJ 1T] に終了し.

今年 L 伐リ l ヵ川にも l前たない日位の中で軟式総

際試作.納会が予定されている。(荒木包夫)



[特別報告1 第 8 回 IACG会議

西田篤弘-的川泰宣

11月 14 ffUllf" り 18 日(剣まで.米国フロリダ州ココア

ピ チのヒルトンホテルにおいて.第 8回lAce (字 Hi

科学関係機 l則連絡協議会)が. NASA 町二五慌ても mOll さ

れました. 4 機関 (NASA. ESA , l lIlereosmos , lSAS)

かり約 ωれが参加 I. 14HUll と 15 日ωにワーキング グ

ループとパネルが. 16 日 11<)と 17 H( 村に lAce 総会.ま

た*~終目的 18 口 l-t-lにはケネディ字 'Ii iセン 7ーの地設見

学等が行われました.

尚1t 6代表は. NASA がれ sk 字Hi 件7 応用局長. ESA

がBonnel 件?1~1'ld 州首長と句ここまでは昨年と|訂 l じ創ぶ

れて'す o lntercosmos は， 15年町長きにわたって I K1

(ソ連ヰ Hi件小研究所)の所長をつとめた Sagdeev が

ペレストロイカで Galcev に代リました。昨年までは

Sagdeevの除に隠れて小さく見えたGalccvが.今年は

まあM と大きく見えること(背は ('I'びていませんでし

たが) lT lk というのはこんなに恒則 11\1につくものなの

でしょうか。勿冶わが岡村純所長は，首席代表として

は初の笠場です。議摘はメンよりもお灯さの先 'Iーです

からーまさに水を f!J た，({I，のようでした。

きて] Ace は町 4 機関のすべてがれ体的なミソンヨ

ノを持つ「太陽地球系料:芋」を当由iの協力対量分里I' と

しています。地球周辺町Il:大な相HlJの物珂1を対象とす

るニの分野では.多数の 1，，·1111による I"j 時観測が極的て

の効であり. lAceのむとで同際協力を進めるニとに

出'J' 、店義があります。この r太陥地球*，、科学J に jjけ

る協力のU(o\O的立推進策を検討するために. wei(料

γ) と we21 デ-7)町一つめワ キング・グルーフ

を設;配しています.よれらの we の主J!識に JJi~.九、て.

今同町 lAce 会議は， we3(Mis 則的。 csign and

Plannir 唱)の，没 i~l: を合む.幾つかの最安主事例を決め

ました.

また lAce には. Aベ ス VLBI と惑~l. H学とい j

Z つの，、ネルが設けられています.

スベ ス VL I:l I グレ、才、 Ie 会議の口頭には. ESA か h

k-l:近 UNl た ESA 内のレビューにおいて， QUASAT

IHll lJ j を鉱択しないニとが Ie. 式に決まったことが報 J占さ

れました ソ速の HADIOASTRON は 199:1 年の打上げ

を目隠に市 2怖がill，んでいるようです。宇宙研からは V

SOl'dI'i珂について説明をしました。極的て高い科''{'自 'J

，{}:J 主を布する二円ミ y ンヨンでの. H 本町役山 l町大き

さがヒンヒンと感じりtL:ます。

~:¥: !，!科学的ハネルでは句 ehai rman である NASA""

Briggs1)\ 米年打 l '.i f r定的 ~RJ/~ 主査機マジェランの

事政で出席できないというハプニングがあリ. Deputy

のよ家教授が代わって司会をしました。この，、ネルで

(.t. ~十機聞か句 nal ional3l.(ibi/tri-lateraI のミ y ンヨ

ンについて報告があリました園

また総会の席上. lntercosmos の代表から.高エネル

ギ一物~'・ F に l則するハネルの設 i~: がtki 奈さ iL. J" ;u'. さ

れました.作業内千?としては.企画的検 z吋 調格且ぴ

データ交換が挙げ句れています。

lAce の総会的行 l会は NASA 向日坊がやったのです

が.相 l も変わらずまくしたてる莱内席代表をはじめと

する諸存が摘いーややこしい展開になリそうな多くの

議請を，傾めて (I'J 維な妥協点に落ち苅かせていく T腕

は.さすがでした.

大変大雑把な印訟ですが. ESA はソ述との協 JJ j}\1f長

をパ y クにして史に凶際協力を発民させようといフス

タノス， lr ll. crcosmos も ESA との協 )J を大ょ μにしなが

ら世界的'下山科是正町本討し l二泊ぎ出る栴えのよフです固

ただし、ソ j~ b アメリカに代わって，この分担 fで世界

的刷怖を llii ろうというほど強い定勾込みではあリませ

ん。それは NASA も|日 l じで，現イ l 判 l対的に -·'t'l l<:さん

1 1\ている J也慨を維持し続けようと可 l'JU っている感じ。

しかしやはりディスカパリ の併発進的対 fJ* は1lJI lfli で­

IIj ，iF の庁、郎 lAce 町時的兄%の無さと比べると守 t~ 段

に 'VI るい表 fJI て'し た。こうした 'I' でわが 1 SAS は，あ

まり大機関の 7" ーパーに流きれないょっ付窓しなが

句 L. 自 1dのある分野を焔 ~M量にして. .1:λ に|五|際協

力的突を挙げるよう努力する外はありません.

また凶村所長を 1削iii として，日本代表には口から時

を :Hす特校を持つ人が多しそれをアルコールて'側先

するわけですから.心配刊の私たち主どは.よくあれ

で体の成分が変化しないむのだと.本気で占えたリし

まし た。

それにしても連 H のレセプンヨンで肉食べ物が II に

合わす.終わってから Ham出o Panda" といヲ中併科

里J~14{ へIiifi した日本代表たちo "Jum加というず，のラ

ーメンが大野i耳でした.

次 1' ，1 のlAce 会議は‘ 1989年 9 H25H のi且に，チェ

コスロヴァキアのフラハで. Inlcrcosmosの UiI:で聞か

れる千2主です。ニの時 !;t， r 太陽地球系科"f:j ミ y ン

ヨンにおける共同研究プロジェクトの立案を u剖とす

るワークンヨ y プむ開催されるニとになるでしょヲ.

(にしだ・あつひろ.まとがわ やすのリ)
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ー最終回一 直垂画

気球搭載赤外線望遠鏡

宇宙科学研究所芝井 広

プfン7紘から'，t!. i庄へと屯他地をエ不ノレギ の111JI

い -I; からfjl; e 、 }j へサーベイし、さらにが({献と.ill

力械にまで °t を Jム if ましたカヘ J，止後に 'j 山 4中干研

究所内品、外線グノレーフ刊の j-I 氾 '11 を前 i 介して守 本ンリ

ース(スペースアス|ロノミー)を完結したいと

1ι し、ます。

屯fポ Wi. のすちで波長が， lO ミクロンから :lOO ミクロ

ンの「述亦外線 J と l呼ばれますが号この辿司、外似

I;U也球大気によって l吸収され払い 'Iti 貨をもってし、

ます。そのため， J<'r h'からやってくる法品、外線を枕

;WI するためには ， ~U ぷやロケントなどで辿品、外記 il

が hll <L'~~ まで!¥(i~鋭を十年ち|→げなけHばなりま

せん。

1c'の 'IItiカ\点目IIJ("fと JU ，;J で11 リ」げた υ 径

50川の気球tr. ， I在亦外線守J142Aて叫す。 LI 径に|剥して

は w 界最大級( I111 クラス)に比べてやや劣りま

すが.この装 iJJ の{長れていることは.地!の$&

鋭と I ， ;J じよフに 1 観測したい天体の }j li'lに正怖に.

しかむ l主 II 年 III]安定に向けることができる姿勢，lilli_II

tf主力を 1，mえていることです。このために，桁符主

スターセ/サーと以刊汀lで安勢を動かすCMC( コ

ント口 /レ・モ メン|・ジャイロ)，人J体を，;fl'作

に j丘地するためのコンビュータなどをf品 4在してい

ます。:ft!l ~ff，~な安勢制静IIができる気球ffJj主鋭は世界

M17Cオメガ星雲)のc+イオンの分布

政球直前の気球提言載赤外線望遠鏡

に 2 ， 3 しかなししかもわれわれの明速鋭が最

L 成功しているといえます。

もう一つめ大きな特徴は.ゴ'l.~鋭的!，I，山郎に，

1i::'tif、全体をAi!流動へ I) ウムて "';1 以~J した，Ai!心~; !\忠

皮の:&品、外分 JC 観測慌を 1耐えていることです。こ

の望 ii 卓鋭と観測慌の組合せによって。 '-Y 'd i からく

る足 i ，A、外スベクトノレ kJilを杭?主に礼 [II ，とすることがで

きるようになりました。

我々はこの明.iJij: jft を使って， 1985 年以来 8 回の

気球税制を行ってきました。特に今年 5 ， 6n に

テキサス州ノ、レステイ/で行った 2 1TI1の気球出UWJ

はいずれも大成功で、炭J: イオンや闘をぷ Iii (グ)法

占、外スペク|ノレ*J~ を観測するニとによってー事liL

L 、組問1の }.lUHj;ヴスがw刊'f 系|人l に丘、〈分布している

ことを発見するなど句幽WI的な!主主~iJq~r i?れまし

た。

このi主品、外スベクトルiiiAの観測は. 1993年に jJ

ち 100f千去の小叩lヰ niプラ y 卜 7 ォ ム(SFU)

に 1~il 在する占、外線明 i卓鋭 ([RTS) においてもーヰ

'lIJT 対 iA 、外線放射の観測と， 1[;，んで主要な観測ヰiU

の一つに取り」げられており， J;H?llI 系の抑 l た立構

造の解 lり l に役if..っと mil 寺されています。

(しばい・ひろし)
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ー普及事l i!!'iL
北極圏への出張

宇宙科学研究所池田光之

出張先がえエーデンの r キルナJ と /1レウェー

の rアンデネースJ と問、、て.すぐ子供の地凶帳

を I.L:げてみた@キノレナはすぐ見つかったが，アノ

デネ スは凡つからない。 KSCのよさな世界地凶

でやっと体必できた.それもまさか島だとは，官、っ

ていなかったので，争JJめは分からなくて.二回目

に小野川先生といっしょに探してやっと比つける

ことができた.前 h とも Ifl緯伎の北極幽にある。

10月， 11 月の気泌を調べてみると.ずっと出のス

ト y タホノレムやオスロでさえ鹿児品の瓦冬よりは

るかに i止、、。鹿児 }i":j て'生れ育ち，能代より北へ行

ったことのない私にとっては、地の呆てに1iくよ

う主主けすだった。

飛行機がキルナの空港へと向伎を|、げ.ま;の下

に見えた j;t 色は司殺伐として人はおろか動物さえ

も Ij んではいないのではないかと思えた。凍った

川や洲と森だけでjorにもない。命、といっても日本

のよヲにヰ;が絞っているのでは主<.木と木との

IJ.l-j は 2--3mb 陥れしかも λ; さも 20c!I1くらいしか

ない。 ;J ンドラ I也'J11 なのでuでも I也前の I;は凍っ

ていて.大きく ifたないのだろう。コペンハーゲ

ンやストンクホルムを経由してくると， ~tに1i<

lJ!n 本人をだんだんと見かけなくなり.さすがに

キルナでは似凹先生と一人だけになった。だがし

かし4' 1いてしばらくすると，だんだんと地の"*て

という感じはしなくなったのである。それは 'J巨験

iJ:jの人 i主力 <i 1J.かく迎えてくれ，田 Iにはカラ 71 レな

防本ol" i を Jo た ~tl 9;夫人をたくさん比かけたからで

あろう.

キルナからアンデネースへの移動は，列-4 i とパ

スと小引飛行機である。列 J¥で変化のないえェー

デンから IJi lt立を組えると，一変して男性的な荒々

しいお山が立ちはだかったフィヨルドが眼前にせ

まる。列 Iii は v 'i:~i の{頃 1!Iiに治って走っているの

で，:LJ 必を品 i るのはこの H与と If かりカメラをかま

えたのであるが.かなしいかな 11 H の北極凶では

まだ 3 11 ,\' ， jl)だというのにもう mil青くて'"ヤ， 7

ーを切ることができなかった。パスの'I'ではまだ

タ hなのに外は必っ U"i1で何も見えな L 、。おそらく

パスからの呆色もすばらしかっただろう。今度の

出版て市Iが-J!i.伐念だったかというと，すばらし

さを通リこしたあの呉憾な感じさえする 7 ィヨル

ドを Lj:nに織れなかった事である。

アンデネースは.アイスランドより北でグリー

ンランドの 'I 'reiに l企遺するくらいの綜 l且なのに.

i~主流の民主特て・キノレナより架くはなかった。それに

梅があり如、がとれるという ζ とが，内之浦に Iiん

でいる私にとってはキルナより何となく親しみや

すく.又食中にしてもキルナよリ L、くらか"に令

った。食 Iドといえば、スカンジナピア航空の機|人 l

食から始まってホテルの料J1I!に:CEるまで， JEI!' 言

っておいしいと目、ったものはあまりなかった。 M

しろ I品分がうすく味付けが U に介わないのである。

円本の笹川 lやみそのあのアミノ般の味がどん主に

すばら L いものであるかが身にしみた。北欧 J，止後

の夕食はオスロで先生と中品料埋を食べに山かけ

た。しばらく」、リに本;を食べあまりおいしい米で

はむかったけど，おかずはあまり食べないでウー

ロンみとごはんは何材、もおかわりをした。ガ訂 l を

食べたいとずっと思っていたところに，帰りの機

内 itて'マグロのニギりとカッパ巻が一個ずつ tH た

のでJ'f.っ先に n にしたのだが.シャリが芯まで煮

えてい fよかったのである。おそらくコペノハーゲ

ンあたりのほんの少し円本食をかじった Taft，、 H の

似前?がl!i\ったのどろう。

発つ前は.初めての海外でしかも日本人はほと

んど訪れない冬の北極凶であること:干のため少し

不安だったが.しかし初的地の来てのよフな所だ

と思っていた場所も，行ってみると言葉や世 tt'iは

i~ っ・ても皆人なつっこく説切にしてくれ.あとか

らはふしぎなことに両 Hの町に何となく親しみさ

え感じるようになった。英語が古一千なため思うよ

うに気持ちが J画じなくて.何かかゆくな L 、 pfr をか

いてもらっているようなことも何 lJIかあった。も

し訟が英会 t活がj主名ーだったら， もっとむっと尖験

場の人 i主それにキ Jレナやア/デネースの聞 I も好き

に〈よっていただろう。

(いけだ・みつゆき)
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_，J'~(戸、~

宇宙環境(2)~込0!ヂ宙 機械環境(その 2 )

ロケ y ト打ち上げを現場で比，，，;:してJ71 が顔を 1田

叩< J と表現した人がいた。ロケ y ト近傍の音響
自叫

DELTA-n臨 M-3S11

場は強烈で.機体名古 I，に強い振動を生じさせるだ
) C' ~

A出 111J宝;:r-'叫円けでなく， fi政段力すら刊つ。図 I は M-3 SII'I'! ロ

ケ y 卜の術品止イ Ij li:で illll 定した宵!工レベルの II初日 I ~ii
?加

STS ヵーゴベィ ι『ケ・、 L 、‘ -1l「ー
l隈の一例である。凶は 2 Hiの古川lがあることをよ 110

也. 、 r'

〈不している。第一はロケントエンジンである。 1田

ロケ y トが地点付近にあるうちはエンジンから肱
1田 1K

周濠 -ti (HZ)

射された古特が地 1(li て-'I> ι射して，ペイロード絡.j;j( 図 2 音響環演の例

部L rJ3 いレベルの音場に附されるが.ロケァトが

上対するにつれて反射 7T は急速に小さくなってい S Il引ロケ γ トの i~j )，~付近で;1II 1~ した括通 ilJ の総ノ、

るI) tt12 の音源は機体的問リの壬気の流れて動 ワーの変化の様 f は凶 l によく似ていて.振動と

It;と共に古が」、;きくなっている。スヘースンャト 音響が'It'般に|刻係していることが設える。液体燃

ルを合的て.多くの fai I!H I ち tげj柑の来リ物のへ 料ロケ y トて'は推進系と機体系が it 成してポゴと

イロード部の古 11-[' ばれる n lJilJ拍{!fi JJ が4 じることがある。このも E主

れは WI) えば新幹線わきの背響の約行 7) 仰のパワー 阪11J と過波 J，iA 干に引き続 < i岐点振動は.tE弘法紙面 i}j

をねつ古に相 11'J する。ロケットの機休1' 1 身はlJ..'に て'あるが.他はランダム J\ 之助て“ある。品響的 I品作

1:. .'1い 7T 坊に附される。それぞれの機器などの ·tr~·~; ヘ と同様に、ランダムな振動の特性は 1Hz あたリの

JJiHi }jによ十する由 H'I は WJ 波数により大変興なる。従 ノ、ワーを作刷波数について示すハワースペ 7 トル

って計特や振動のハワーが各!占 1波数にどの係に分 官 l主でボ dミするのが i出利である。図 3 は M-3 SII

イIJ しているかが if( 裂となる。凶 2 は背特のハワ 型ロケ y トの fai lJl終報部で実 iUl I した振動のハワー

のその U，な分./i I を d、したものて eある。 スペクトル '-I 予~，: J主をほぼ包絡するようにづ|いた折れ

l~r 民やロケ y トの終，j;l('，L:子機器などに段も大き 紛である。桜並 ~J は Iii] 一機組のロケ y トでも毎I!!I I ，;)

な Lち~W を lei'つ機械環境は阪宣明 J て'あろう。 lQj J{ 部の じではないので.この折れ線が振動環境を代表す

桜並 ~J は機体過渡応符により生じるもの.エンジ〆 るものとして f:(.j JI~ なと'の設 In 吋，;;.:験を h-j0 i街並

の発生する振動が機(4'を伝惜して来る L の I'!I~轡; 科部の似到Jは周波数に ii，つては lQ.jJ，H晶体による共

が機体やf~jJ，\柿f¥ を励娠するものなどてヘはぱ後 拓民などでu!にJiJ大されることが多い。

自ほど同波数がt~~ \, 、のが iI3且て'ある。例えば M-3 '山filf 小型j-出 i! j.:次j)J I
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図 1 打J二げ時の音圧レベル変化の例 図3 衛星の鍍動環療の例
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年の瀬に酔う

飲めもしなし、'j'焼耐をちびリちびりやっている

問に‘ i品 i、と }J[{I は云うに及ぱず，現fl と未来の

|メ日II まで怪しくなっている人間のエ、うことをしば

らくの|削辛抱しておI1fJ き下さい。 l時は凶暦20104'，

f"rやら I±I立大文れという組織ができて，宇宙研と

luJ様の l.li l立大'''tjl~lliJ 手IJ刷機関になって与1や224'の

政月が経っています。問主天文台長はこのところ

御機嫌です。なぜなら.今|日l ノーベノレ貨が)(文台

の7.5m望辿鋭の述弓宙の赤外線観測による例の大

発見に与えられて ';':'1山耐の二I!!Iに及ぶノーベノレ

'ft受賞の数と!日l じになったからです。ハ y ブjレス

ペース望遠鏡もfJJ! -i'EでA、外科iに依らなくともなん

とか同じ発見はできた告ですが可いわばあらぬ方

を観測していたので.自II の7; 1"11ニ司づJ を注いでい

た凶立天文台の511速鋭に凱駄があがったというわ

けで 1 。

新進気鋭の大'γ 院 'UJど，彼は 1988年 'I まれだそ

うですが，ヰニ:HiM 所長と 1±1 .Ji:大文 fl1.'去の|日l に激し

いやりとリがあったという情報を fJ 人れて米て興

住しています。天文台 Ftは，地卜の明i卓鋭が凡て

いるのは7 ンンブな 'j:'~iの構造の似併を主すもの

だから.より似湖町Jであり、 1-1 に HII して云いませ

んでしたがごっ日のノーベノレ貨は天文台で先にも

らえると思っているようだったというのです。こ

れに対して J 洲市庁所長はー X 料lや 7線は激しい現

象を 1ftえているので.本氏に迎るにはこちらの }J

が有利てωあると L、ったそうです。さらに天文台 l去

には IHJ えないょっに「いつまてーガリレオと同じ比二

の観測を続ける似リなんだろう」と椛、 ftH1~に向か

つて主てったといフことです。

更にこの訓には続きがあってーこのたび太陽関

係の7 レア観測と.地球周辺干 1"/ のオ ロラ在Jiii1t1

国立天文台平山 j享

的l山1 プロジェ 7 トを新たに Jj.!，¥> ることとなったの

ですが.大γーの同期i生て同税友|旨H:てd もあるこの問

責任者は他の正安(と称している )~I山lの実現が巡

れることになるといってl嘆き介ったというので1- 0

というのも.以前からこれらの研究者連は今度こ

そ本質が分かると云っておきながら，太陽7 レア

の場合には更に ~IHJ分解能を上げる必裂があると

いい.オーロラの場合は衛星の数をさらに数倍に

しないと全貌が捌的主いといって，またぞろ子算

要ボをしてきたからです。しかし， 1:1本がこの分針

では断然世界をリ ドしていることもあリ，秘術の

ウ"エールは本列に次回は取払われるという印象を

得たのでゴーのサインを山したということです。

さて， くだんの|淀'.1'.1j:裁判子 IH身のf~秀な J.m論

Ii!て" CII ,I' lUIの始まり」と IIi(組んでおり.ビ y グパ

ンか 10の?イナス何十来杉まで追いつめたと云っ

ている人 j圭とは一線を画していて， l'< こそ u然科

学の似本山l組を一挙に解決して見せると意気込ん

でいる若おです。彼は.その fi 字'山 4斤のロケット

で初めて速亦外線による 'j 市背呆放射の観測が千 1

われて仁科貨が与えられたことは勿論のこと， 10

年脱出 lに乙 k座銀河凶の起 i新 Jl ~から m力波が検 1 1\

されたことすらあまり知らないのです。また地上

の屯 il.主望 ilij;l やスペース VL 日 l が依然として面 1'1

い対処を絞々と1.1\していることにも無断梢なので

す。彼は多少 pi り名でテング志向が世 ff~/ ，~て附すが，

」ー学の先 'I'. }j"を尊敬していて町 この先当 7; が次か

ら次へと新機軸を打ち山しそれがもとでヰ'山併

の成米があがっていることをちゃんと分かってい

るのが不思議なくらいです。 υ 。だいぶ附 Lい

も川ってきました。どうぞl:fい砕をおIf;え、 l さい

ノ'/ (ひらやま・ただし)
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